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Sound Engine 


USB デジタルオーディオプ□セッヴー 

SE-U55 

取扱説明書 


お買い上げいただをまして、ありがとラござい 
まず。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みい 
ただを、正しくお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでら見5れる場所に保証書とと 
をに大切に保管してください。 



安全にお使いいただくために 


ご使用の前に 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ 
のを害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は 
次のよラになっています。内容をよく理解してから本艾をお読み<ださし、。 


(An D 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

I An n . この表示を無視して、誤った取り破いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
V U および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。_ 

絵表示の例 


A 

® 


A 記号は注意(警告を含む)を促す内容びあ 
ることを告げるちのです。図の中に具体的 
な注意内容(左図の場含は感電注意)び描か 
れています。 

0記号は禁止の行為であることを告げる 
ちのです。図の中や近傍に具体的な禁止内 
容(左図の場合は分解禁止)び描かれていま 
す。 


處 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容(左図の 
場合は電源プラグをコンセントから抜いて 
ください)び描かれています。 


Ad D 


分解禁止 


■ 故障したままの使用はしない 

A ^ 万一、煙び出ている、変なにおいや音びす 
/!\ Qb るなどの異常状態のまま使用すると、火 
^~^ < 災•感電の原因となります。すぐに USB 
ケーブルをはずし、 AC アダプターをお使 
いの場合は、 AC アダプターをコンセント 
から巧いてください。煙び出な < なるのを 
確認して、当社サポートセンターに修理を 
依頼してください。 

■ 絶巧に裏ぶた、カバーは列さない、改造しない 

•本機の裏ぶた、カバーは絶対に外さないでくださ 
し、。内部の点検-整備‘修理は当社サポートセン 
ターに依頼してください。 

• 本機を分解、改造しないでください。火災•感電 
の原因となります。 

■ 100 VW 外の電圧で使用しない 

0 * 本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

• AC アダプターをお使いになる場合は、表示され 
た電源電圧(交流100ボルト)かの電圧や船祀 
などの直流 ( DC ) 電源には絶対に接続しないでく 
ださい。火災-感電の原因となります。 

■ 放熱を妨げない 

Q 本機の通風孔をふさびないでください。通風孔を 

ふさぐと内部に熱びこちり、火災の原因となるこ 
とびあります。本機には内部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースに通風孔びあけてあります。次の点に気 
を付けてご使用 < ださい。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないで<ださ 
い。 

• テーブルク□スをかけたり、じゆうたん、布団の 
上に置いて使用しないでください。 

■ 水のかかるところに置かない 

風呂場では使用しないでください。义災や感電の 
脚) 原因となります。 


0 


Q 


Q 


本機は屋内専用に設計されています。めらさない 
ようにご注意ください。内部にがび入ると火災や 
感電の原因となります。 

水の入った容器を置かない 

本機の上に、花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品 
や水などの入った容器やルさな金属物を置かない 
でください。中に入った場合、火災•感電の原因と 
なります。 

中に物を入れない 

本機の通風孔から金属類や燃えやすいちのなどを差 
し込まないでください。火災•感電の原因となりま 
ず。特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 

■ 中に水や異物が入った5 

A A 万一、本機の内部に水や異物び入った場合 
/|\ は、 USB ケ-スレをはずし、 AC アダプ 

ムムターをお使いの場合は、 AC アダプターを 
コンセントから插いて当社サポートセン 

■ AC アダプターのコードを傷つけたり、加工しない 

A * AC アダプターのコードび傷んだら(お線の露出、 
断線など)当社サポートセンターに交換をご依頼 
ください。そのまま使用すると火災 • 感電の原因 
となります。 


0 


• AC アダプターのコードの上に重いをのをのせた 
り、コードび本機の下敷にならないようにしてく 
ださい。コードに傷びついて、火災•感電の原因 
となります。コードの上を敷物などで覆うことに 
より、それに気付かず、重いちのを載せてしまラ 
ことびあります。 

•AC アダプターのコードを傷つけたり、加工した 
り、無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったり、 
加熱したりしないでください。コードび破損して 
火災•感電の原因となります。 
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安全にお使いいただくために 


■ 落としたり、破損した状態で使用しない。 

A A 万—、誤って本機を落とした場合や、キヤ 

/|\ ^ ビネットを破損した場合には、そのまま使 
巧しないでください。义災 • 感電の原因と 
なります。 USB ケースレをはずし、 AC ア 
ダプターをお使いの場合は、 AC アダプ 
ターをコンセントから巧さ、必ず当社サ 
ポートセンターにご相談ください。 




雷が鳴り出した5機器に邮れない。 

雷び鳴り出したら、製品本体や AC アダプ 
ターには触れないでください。感電の原因と 
なじます。 



0 


0 


設置上のま意 

強度の足りない台や、ぐらついたり、傾い 
たりした所など、不安定な場所に置かない 
でください。落ちたり倒れたりして、けび 
の原因となることびあります。 

次のよラな場巧に置かない 

I 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあ 
たるよラな場所に置かないでください。乂 
災-感電の原因となることびあります。 

• 湿気やほこりの多い場所に置かないでくだ 
さい。义災 • 感電の原因となることびあり 
ます。 

接続について 

本機を他のオーディオ機器に接続する場含 
は、それぞれの機器の取扱説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してくだ 
さい。また接続は、指定のコードを使用して 
ください。指定しソがのコードを使苗したり 
コードを延長したりすると、発熱し、やけど 
の原因となることびあります。 

使用上のを意 

本機に乗ったり、ふんだりしないでくださ 
し、特にお子様にはご注意ください。倒れ 
たり、こわれたりして、けがの原因となる 
ことびあります。 

•ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすぎないよラにご注意ください。耳を刺 
激するよラな大さな音量で長時間続けて聞 
くと、聴力に悪い影響をちえることびあり 
ます。 

AC アダプターを お使いの場合のま意 

- AC アダプターを熱器具に近づけないでく 
ださい。コードの被覆び溶けて火災-感電 
の原因となることびあります。 

• めれた手で AC アダプターを抜さ差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 

• AC アダプターを抜くとさは、コードを 
引っぱらないでください。コードび傷つを、 
乂災-感電の原因となることびあります。 
必ず、 AC アダプターを持って巧いて<だ 
さし、。 


A 


0 


0 


0 


を 

A 


© 


• AC アダプターの コードを束ねた状態で使巧 
しないで<ださい。発熱し、火災の原因とな 
ることびあります。 

• 旅行などで長期間、本機をご使巧にならない 
ときは、安全のため必ず AC アダプターをコ 
ンセントから抜いてください。义災の原因と 
なることびあります。 

• 移動させる場合は、 USB ケープルをはずし、 
AC アダプターをお使いの場合は、必ず AC 
アダプターをコンセントから抜さ、機器間の 
接続コードなどが部の接続コードをはずして 
から行ってください。コードび傷つを、乂 
災-感電の原因となることびあります。 
i . 工事について 

お手入れの際は、安全のため US 巨ケーブルを 

はずし、 AC アダプターをお使いの場合は、 AC 

アダプターをコンセントか5抜いて行ってく 

ださい。感電の原因となることびあります。 

•使用環境にもよりますび、2年に1回程度 
の機器内部の掃除をお勧めします。最寄り 
の当社サポートセンターにご相談ください。 
本機の内部にほこりびたまったまま、長い 
間掃除をしないと义災や故障の原因となる 
ことびあります。特に湿気の多くなる梅雨 
期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃 
除、点検費巧等についてち当社サポートセ 
ンターにごネ目談ください。 

• 電源プラグにほこりびたまると自然発乂（卜 
ラッキング現象)を起こすことび知られてい 
ます。年に数回、定期的にプラグのほこり 
を取り除いてください。梅雨期前び効果的 
です。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤 
を本機にかけないで<ださい。塗装びはげ 
たり変形することがあります。 

• 表面の汚れは中性洗剤を薄めた液に布を浸 
し、固く絞って拭さとった後、乾いた巧で 
拭いてください。化学ぞラさんなどをお使 
いになる場合は、それに添付の注意書さな 
どをお読みください。 
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こァ使用許諾契約 


本製品に含まれているソフトウェアをセットアップ（インス!-ール）する前に必ずお読みください。 

本製品に含まれているソフトウェアをセットアップ（インストール）すると、本契約の内容を承諾した 

ことになります。本契約の内容に同意できない場却ま、ソフトウェアのセットアップ（インス! -- ル） 

を行わないでください。 

伊巧許声主召約ま 

本使巧許諾契約書（段下、本契約書）は、オンキヨー株式尝社 （ U (下、弊社）び提供するソフトウェア 

と、それに付属するマニュアルなどの印刷された資料に関する使用条件を定めるをのです。 

第1条（定量） 

1. 「本ソフトウェア」とは、本契約書とともに提供されるソフトウェア（製品名 「 Carry 日 n Music 」 ライセン 
ス数 1) 、フオント、チュート U アルファイル、ヘルプファイルなどの使用方法を説明したデータなどデジタ 
ル情報の一部または全部を指します。なお、本ソフトウェアに含まれる第兰ちの著作権に関してち、本契約書 
び適用されます。 

2. 「関連資料」とは、本契約書ととちに提供されるマニュアルなどの印刷された資料を指します。 

3. 「お客様」とは、本契約ととちに提供された本ソフトウェアを含む製品を購入し本契約書に同意いただいた個 
人または法人を指します。 

第2条（使用条件） 

1. お客様は、本ソフトウェアを1台のコンピュータにセットアップ（インストール）してご利巧いただけます。 

2. お客様のラち特定のただ一人び使巧するコンピュータび複数ある場合には、本ソフトウェアを同時に使用しな 
いとし巧条件の下、特定の個人ただ一人び使用する]ンピュータに限り複数セットアップすることびできます。 

3. 本契約書は、本ソフトウェアの不具合修正などの目的で改訂したソフトウェアに対してを適用されるちのとし 
まず。ただし、改訂されたソフトウェアと改訂前のソフトウェアは同一のコンピュータにセットアップされて 
いる場含に限りまず。 

第3条（制限） 

お客様は、下記の項目を行ラことはできません。 

1. 本契約書に定めのない、複数コンピュータへのセットアップ（インストール）または複製（コピー）。 

2. 関連資料の複製（コピー）。 

3. 本ソフトウェアに含まれるプ n グラムの改変またはカスタマイズ、 U バースエンジニアリング。 

4. 本ソフトウェアの第吉者への再配布、再使用許諾。 

日.本ソフトウェア（複製物を含む）の貸与（レンタル）、疑似レンタル、中ち品としての販売、讓渡。 

巨.本ソフトウェアをネットワークコンピュータやサーバーから第=ちび複製またはダウン□ー ドできる状態にし 
ておくこと。 

前項までの規定は、本ソフトウェアを改訂した製品をご購入した場合にち継続して適用されます。 

第4条（保証節囲） 

1. 弊社は、本ソフトウェアまたは関連製品に物理的な瑕疵びある場合、お客様びご購入媛3日日間に限り、弊社 
の判断に基づき交換いたします。ただし、地震、火災などの天災もしくは戦争による破損、または、お客様の 
ご購入後の故意、過失、誤った使用によって生じた破損についてはこの限0ではあ0ません。 

2. 弊社は、本ソフトウェアの機能びお客様の使用目的と適合することを保証するものではありません。弊社は、 
本製品の物理的瑕疵について保証するちのであり、本ソフトウェアまたは関連資料の使用または使用不能か日 
生ずる直接的または間接的被害については一切責任を負いません。 

3. 弊社は、本ソフトウェアを使ってお客様び行ったいかなる行為についてを、その責任を負いません。 

第已条（期間） 

1. 本契約は、本契約が成立した時点、すなわち本ソフトウェアをセットアップ（インストール）した時点に始ま 
り、お客様び本ソフトウェアの使巧を停止ずるまで有効とします。お客様は、本ソフトウェアの使用を停止し 
た時点で、本ソフトウェアおよび関連資料の一切を破棄するをのとします。 

2. お客様び本契約書に違反した場合は、本契約を解除してお客様の本ソフトウェアの使用を停止させることがで 
きまず。弊社び、本ソフトウェアの停止を通知した場合口ま、お客様は速やかに本ソフトウェアおよび関連製 
品の一切をお客様の費用負担で弊社に返却するをのとします。 

第6条（一般条頂） 

本契約書に関して生じた紛争については、大阪地方裁判所を第一審の管轄裁判所とします。 
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特長 


本格オーディオ設計による高品位デジタル録音-再生、タテ置さデヴインですっさ〇スマートに接続。 

■ USB で簡単接続、高品位なデジタル録音/再生 

US 巨ケーブル]本でパソ]ンサウンドび本格才ーディオクォ U ティの音質に変身。 

■ ノイズを徹底的にほ減ずるオーディオ回路設計 

オーディオノウ八ウびお入されたオリジナル回路でノイズを徹底的に低減しています。 

■ をおな入出力端子でオーディオ機器と簡単接続 

光/同軸のデジタル IN / 日 UT 、 アナ□グ IN / 日 UT 、 M に IN 、 ヘッドホン端テを装備。 CD や MD と接 
続したデジタル録音/再生*び簡単にできます。 

* 著作権保護されている音青データのデジタル入出力はできません。 

付属のソフトウ王アについて 
(Windows のみ） 

■ 多彩な機能を搭載したデジタルオーディオソフトに arryOn Music ™ (キャリオン.ミュージック）」 

WAVE 、 MP 3、 WMA 、 MIDI ファイルを一 
括してデータベース管理できるライブラリ機 
能、高音質-高速での MP 3、 WMA エン コー 
ド、 CDDB 2 か5のタイトル取得、が部入力 
したサウンドデータの MP 3 変換機能など、音 
楽を自在に操る才 I 」ジナルのデジタルオー 
デイ オソフ 卜です。 

■ プ□フェッシヨナルな才ーディオ制作/編集ソフト 「 Di 呂 iOnSound ™ u 居 ht (デジオンサウンド•ライト）」 

八イスペックな機能び満載のマルチトラックサウンド編集ソフト。 

( Mac/WindowsS 通） 

■ 巧巧初！音楽に連動して映像が動く 「Rhythmic Circle FUSE (リズミック-ヴークル-フューズ ） J 

Rhythmic Circle FUSE は、画像とエフェクト機能を組み合わ任音楽の再生中に次々と映像を変化 
させることが可能な VJ ソフト。 

* 付属のソフトウェアはすべて Windows 白 8/98 SE 、 Me 、 2日0日対応でず。 


はじめに 


このたびは 、 WAVIO (ウェイビオ） US 日デジタルオーディオプ□セ ッサー をお買い上げいたださ、まことにありび 
とラございまず。 

本製品をお使いいただくにあたり、下記を意事項をお読みいただき、正しくお使いください。 

• 本書は、マウスやキーボードの使用方法など、 Windows または Mac 日 S の基本的な操作につしてすでにごを知で 
あることを前提に書かれています。 

• 本製品を運用した結果の影響につしには一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本製品の故障、誤操作、不具合により生じた損害などの純粋経済損失については、その責任を負いかねますので 
あらかじがご了承ください。 

• 本書の内容は、将来、予告なく変更されることびあります。 

• 本書の一部または全部を無断で貸し出し、転載することは固くお断りしまず。 

• WAVIO Sound Engine . Carry 加 Music の名称および□コ'はオンキヨー株式尝社の登録商標です。 

• DigiOn . DigiOn Sound の名称および□ゴは株式尝社デジオンの商標です。 

• 本書に記載されているノ V — ドウェアおよびソフトウェアの名称は、各社の商標ちしくは登録商標でず。 
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製品構成（付属品) 


■ 製品構成 

本機には次のちのび付属しています。お確かめください。 


() 内の数字は数量を表わしていまず。 


a 



\mvto] 




I— 巧 ,1 

I Q»>«n 〜-,1 


□ 


取扱説明書（本書） （1 冊） 

本機 （ SE - U 已己）をパソコンに接続するための設定、 
利用方法の説明書です。 


およびご 


CarryOn Music 取扱説明書 （1 冊） 

付属のソフトウェア 、 CarryOn Music ™ (キヤ U オン 
ミュージック）をご利用いただくための説明書です。 


保証書兼お客様登録カード （1 枚） 

本保証書は、お買い上げの曰か5保証期間中に故障び発生した 
場をに、無償で修理を行うことをお約束するものです。記載内 
容をご確認いたださ、大切に保管してくさい。 






CD-ROM (1 枚） 

本機 ( SE - U 55) をご利用のパソコンで利用するためのソフト 
ウェアを収録しています。 

SE - U 已已（本体） （1 台） 

USB デジタルオーディオプ□セツサー本体です。パソコンサウ 
ンドを本格オーディオクオリティの音質でお楽しみいただけま 
す。 


光デジタルケープル （1 本） 

本機 （ SE - U 已已）とデジタルオーディオ機器 （ MD プレーヤ、 
CD プレーヤなど）を接続するためのケーブルでず。 

オーディオ用ピンコード （1 本） 

本機 ( SE - U 55) とアナ□グオーディオ機器を接続するための 
ケーブルです。 

US 日ケープル （1 本） 

本機 （ SE - U 日已）と、ご利巧のパソコンを接続するためのケー 
ブルです。 


本機の電源は US 日ケーブルを通してパソコンから供給されます。 AC アダプターは付属されません。 


興が uelAI/SMOPU!M 


6 

























安全にお使いいただくために . 2 

ソフトウ I ア使用許諾契約 . 4 

特胃 . 5 

はじめに . 已 

製品構成（付属品） . 6 

き部® S 称 . 8 

接続例 . 10 

Windows をお使いの場合 . 11 

接続をはじめる前に . 11 

接続のしかた . 12 

パソコンの設定 . 14 

録音のしかた . 19 

Mac をお使いの場合 . 25 

接続をはじめる前に . 吕已 

接続のしかた . 26 

パソコンの設定 . 28 

録音のしかた . 31 

FUNCTION SELECTOR につし、て . 3 已 

コ ピーガー ドシステムについて . 36 

FUSE につし、て . 38 

Acrobat Reader につし、て . 41 

故障かな？と思った5 . 42 

主 a 仕様 . 47 

修理について . 裏表紙 


目次 


I 


Windows/IVIac お前 Windows 


7 


























各 pR の名称 


[] 内の数字は、 Windows の参照ページを表しています。 
【】内の数字は、 Mac の参照ページを表していまず。 


■ 前面 

① 動作確認インジケーター （ UP ) 

点灯-点滅することで本磯の動作状態を表し 
ます。下記の「動作確認インジケーターにつ 
いて」をご覧ください。 

③ 入力切り曾えスイッチ 

(FUNCTION SELECTOR ) 

に0、22、23、24、3已] 

【31、33、34、3曰】 

⑤ 入カレベル調碧つまみ （INPUT LEVEL ) 

[21] 【32、33】 

@ヘッドホンレベル調藝つまみ 
(PHONES LEVEL ) 

へッドホンを接続しているとをにへッドホン 
の音量を調整しまず。 

⑥ マイク入力端子 （ M に） [13] に7】 

モノラル S ニプラグのマイクを接続します。 

© へッドホン端子 ( PHONES ) 

ステレオ S ニプラグのへッドホンを接続しま 
す。 

動作確認インジケーターについて 



インジケーターの状態 

本機 （SE-U 已已）の状態 

ヒント 

1 . 連続点な 

通常動作している。 


2. ゆっくり点滅 
(1 秒周期） 

WIN / MAC 、 ANA/DIG (アナ 
□グ/デジタル ） （《）などの 
動作状態の設定中。 

パソコンに接続直後、および ANA / □に 
切り誓えを実行中 （ ANA から□に 、 DIG 
から ANA に切曽えた後、3の2回点滅を 
終了した後）に、この状態になります。 

3. 2回点滅 

ANA / DIG い》）の設定 
切り曽えの確認中。 

切替えには十数秒かかるため、誤って切り曾 
えた時、点滅中であれば、すぐにちとの状態 
に戻すことびで定ます。 

4. 速い点滅 

(0.2 已秒周期） 

2の設定にて、エラーび発生 
した。 

をしエラーび発生してこの状態になってし 
まった時は、 US 日ケープルを抜を、しばらく 
(10 秒程度）待ってか日再度 USB ケーブル 
を接続します。2〜3回繰り返して直らない 
場合、および頻繁に起こる場をは、巻末記載 
のサポートセンターへご相談ください。 

巳.消灯 

USB ケープルび接続されて 
いない。ちし<は、 SE - U 已已を 
接続したパソコンまたは八ブの 
電源び切れている。 



《 ANA / DIG 切誓えとは、 FUNCTION SELECT 日 R を MIC/LINE ( ANA ) と INTERNAL/M 日 N 1- 
T 0 R ( DIG ) を切り替える事を示します。 
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各 dB の名称 


] 内の数字は、 Windows の参照ページを表しています。 
】内の数字は、 Mac の参照ページを表しています。 

後面 


® ライン入力端テ （ANALOG LINE IN L/R) 

[13 、 20] 【 27 、 31 】 

通 ライン出力端モ （ANALOG LINE OUT L/R) 
[13] に7】 

通） DC IN 端子 (DC IN 7.5V) 

パソコンか 5 の電源供給び十分でない場合、 
別売の専用 AC アダプター（型番： AD - 
0002) を接続します。専巧 AC アダプター 
については、巻末記載のサポートセンターに 
お問い合わせください。 

通） デジタル入力切り替えスイッチに 2] に3】 
(DIGITAL IN COAX/OPT) 

® USB アジ プポー S (UP US 巳） [12] 【 2 巨 ] 

@ デジタル同卽入力端子 ODIGITAL COAXIAL IN) 
に 2] に 2] 

遇） デジタル同卽出力端モ {DIGITAL COAXIAL OUT) 
に 3] に 4] 

通） デジタル巧入力端子 （D に ITAL0PT に ALIN) 

に 2] に 2] 

感 デジタル光出力端モ （DIGITAL OPT に AL OUT) 
に 3] に 4] 



■ 底面 

祗 Windows/Mac 切り督えスイッチ （WIN/MAC) 
[11] に引 

※工場出荷時は WIN になっています。 


够 



windoss/lvlac 壯敲 
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接続例 


] 内の数字は、 Windows の参照ぺージを表してしほす。 
] 内の数字は、 Mac の参照ぺージを表していまず。 


■ USB PC 才ーデイオシステム例 


アンプの園 スピーカー 
[13] に 7] 
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:信号の流れ 


へッ ドホン（ミニプラグ） 
旧]【引 













































































接続をはじめる前に （ Windows ) 


必要なシステム構成 

• USB 端テを持つ Intel Pentium II 233 MHzL ^ Lt の PC 

• 60 MB 1；(上の八ードディスク空さ容量 

• 64 MB ULL の RAM 

• CD - R 日 M ドライブ（または相当品） 

付属のソフトウエアをインス I -ールするた奴に必要です。 

• Windows 目8/目 8 SE /20 日 0 /Me 

• Intel 製 US 巨ホストコント□-ラ推奨 

Windows について 

Windows 日本語版び現在の状態で正しく起動できることを確認してください。 

必要な動作環境を満たすパソコンであってち、パソコンシ U -ズ固有の設計仕様やお客様 
の使用環境の違いにより、本機の動作び正常に行なわれない機種びあります。本製品の制 
限事項や動作確認情報につし)ての詳細は巻末記載のホームページにてご確認ください。 


■ Windows / Mac 切り替えスイッチの設定 

接続するバソコンに合わせて、このスイッチを切り替えます。 

厄 

工場出荷時は、このスイッチは WIN 側になっています。 Windows をご使用の場合は、スイッチび WIN 
側になっていることをご確認いにだくだけで構いません。 

1. PC 本体か6、 USB ケーブルを抜さまず。 


2. SE - U 己已の底面にある Windows / Mac 切り 
替えスイッチを、 WIN 側に設定します。 

3. US 日ケーブルを、 PC 本体に接続します。 
Windows / Mac の切り替えび完了しました。 

ごを意 

Windows / Mac 切り誓えスイッチは、 PC に SE - 
U 己已を接続したときに認識しますび、その渡にス 
イッチを切り誓えてを認識しません。もし Win - 
dows / Mac の設定を誤って PC に接続したとき 
は、一度 US 巨ケーブルを巧き、スイッチの設定を 
変更した後、再度 US 巨ケーブルを接続してくださ 
い。 


ra 


1 



SE-U 己己底面 


U 
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接続のしかた （ Windows ) 


■ PC へ本機を接続ずる 

1. 付属の USB ケーブルの A タイプのジャック（^)を PC または PC に接続された USB HUB (八 
ブ）へ接続ずる。 

]) 互 

PC の US 日ポートび吕個け上ある場合はどのポートに接続して电構いません。 

吕.日タイプのジャック (□) を SE - U 己己の US 日アップポート （UP USB ) へ接続する。 



ご注意 

• 端テの抜さ差しをする場合にはスピーカーの音量を絞ってください。 

• 主にノー トパソコンとの接続で、 USB ポートへの給電び充分でないために SE - U 日日を正常に認、識 
しない場合びあります。その場をは別売の専用アダプター（型番： AD - 日日日 2) を接続してくださ 
し、専用 AC アダプターについては、巻末記載のサポートセンターにお問い合わせください。 


SMOPCIM 
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接続のしかた （ Windows ) 


■ オーデイオシステムとの 接続 
■ パソコン用スピーカーとの 接続 
■ マイクとの 接続 


:信号の流れ 



US 日ケーブル外の接続をするとさは、接続する機器の電源を切って占、6行ってください。 


windows 
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パソコンの設定 ( Windows ) 


■ ドライバのインス I -ール方法 

1 . PC の電源を入れ、起動していることを確認してください。 

2. SE - U 已日の US 目ケーブルを接続してください。動作確認インジケーターび数回点滅した後、点灯し 
ます。 PC び SE - U 已日を自動的に認識し、動作に必要なドライバのインス!-ールび始ま0ます。 

この時、動作確認インジケーターび点灯しない場合は、本機び PC を認識していません。12ページ 
を参照し、再度 PC と本機び正しく接続されているか確認してくださし、。 

3. インストール画面の指示に従ってインストールを進めてくださし、。 

4. ドライバは、 rUSB 互換デバイス」 「 US 巨才ーディオ」の順番で読み込まれます。 

日.ドライバは Windows の CD - R 日 M か5読み込ませてください。 

目.すべてのドライバび認識されたらインストールは終了です。 



<房る运） n ； —'― 、おの —' …3キザン t ル」 


ご注意 

「不明なデバイス」は、 Windows のパ'-ジョンによっては 「USB Device 」 と認識されることびあり 
ます。 


SMOPCIM 
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パソコンの設定 ( Windows ) 


■ ドライバインス!-ールの確認 

ドライバのインストールび完了した5、 SE - U 曰己を接続した状態で、「コント□ールパネル」 
テム」を開き、デバイスマネージャで次のデバイス名を確認してください。 

1. サウンド、ビデオおよびゲームのコント□ーラ 

- US 巨才ーディオデバイス （ US 巨 Audi 曰 Device 

2. ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラ 
- USBJ レートノ、ブ （ US 巨 R 日日 t Hub ) 

- US 巨互換デバイス （ US 巨 Compatible Device ) 


「シス 


Windows 98/98 SE/Me の場合 


をおデバイスマネ-ジヤ I A - 阿:[アプ□フ 7 イル I /りォ-マンス I 



ま巧の」 印崎©」 巧刷妙...」 


「コントロールパネル」一「システム」を開を、「デバイスマ 
ネージヤ」タブを還択しまず。 


Windows 2000の場合 





-iQlxl 

J 巧巧咕）まモが |j 4- 

-► 麵 阻を I : 3 




B 晒 Mi 田田田西 

田 Zb DVD / CD - R ( 
因 IDE ATA / A ' 


DVD / CD - ROM ドライブ 
日な IDE ATA / ATAPI ] ント□-ラ 
ヨみ USB (Universal Serial Bus ) 〕ントローラ 

^ InteKr ) 82801 A A USB Universal Host Controller 
み USB ル—トハブ 
も USB なさデバイス 
田3キーボード 
田巧コンむ-々 

已3サウンド、巧‘水も'よリヴーム X /卜□—ラ 
s |- USB 才ーディオデス 
、トォーデ CODEC 
V 卜 e デオ CODEC 
、|- 巧’ィア]ント□-ルデバイス 
<|-レガシオ—ディオドライバ 
4 I - レガシ巧’ォキサプチサデバイス 
田叫システムデバイス 
田ディスクドライブ 


r 


「 


r 


「コント□-ルパネル」一「システム」を開さ、 「 A - ドウエ 
ア J タブを還巧、「デバイスマネージャ J ボタンをクリックしま 
ず。 




ユニバーサル シ U アルバス コント □ーラの欄に「不明なデバイス」として認識されている場合は、 
SE - U 已己の US 巨ケーブルを一度抜いた渡、再度接続して、デバイスを再認識させてくださし、。 
上記デバイスび正常に認識できない場含は、 PC のメーカーにお問い含わせください。 


windows 
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ンの設定 ( Windows ) 


■ オーディオデバイスの確認 

「コント□ールパネル」一「マルチメディア」 （ 「サウンドとマルチメディア」）を開さ「オーディ 
才」タブをクリックします。再生（音の再生）および録音の「優先するデバイス」び US 目才ーディオデ 
バイスになっているか確認してください。別のデバイスび設定されている場合は、 US 巨才ーディオデバ 
イスと設定してください。設定び完了した5、 rOKJ をク U ックしてください。 


Windows98/98SE の場合 


Windows 2000 /Me の場合 


マルチ巧’ィアのプ□けティ 


3-ディ习1ビデオ I MIDI I 音楽 CD 1デバイス1 

巧を- 


適 


语モするデバイス也)： 


JUSB オーディオデバイス （1) 


離織謝るじは、このボタンを如 


d 

i な田ブ□パティが J 


值ホするデバイスを)： 


風 | us 目オーディオデ"イス （1) 3 

纖繳樹巧る成'こ。ボタン柳 M 加行ィ狙 I 


F パイスめみ後耀 

W 音虽の調節をタスウバ-にまモするの 


[ 


+• t ^ンたル 通巧(が 


立ぶ 


才-ディオ I ハ-ドウェア I 


サウシド 

r 音。再ち- 

•’|||1 适モするデバイスの： 


mi 


音をが」 


mmmz} 

註を田 ( P ) 」 


A 


语モするテパイスの： 


「 USB 才-デイオデバイス 


] 


音置が 


詳瞧） 


を语がるデパィスり_ 

.■で 。I Microsoft Gb Wavetable SW Synth ，i 

音量が」バージか语が电 ）1 


r 语ホデ"イスのみほ巧する(ぶ 


n キホンむレ」 3 i 巧(が 


「コント□ールパネル」一「マルチメディア」を開さ、「オー 「コント□ールパネル」一「ヴウンドとマルチメディア」を開 

ディオ」タブを還択します。 さ、「オーディオ」タブをクリックしまず。 

互 

USB 才ーデイオでは、録音側の音量設赶よ八ードウエアで行しほずので、 ® は点打しません。優先す 
るデバイスに USB オーディオび還ばれていれば正甫に認識されます。 


■ ボリュームコント□-ルについて 

タスクバーのアイコンをダブルク U ックしてください。ボ IJ ュームコント□ールバネルび開きます。 
タスクバーにアイコンび表示されていない場合は、「プ□グラム」一「アクセサ U 」 一 r エンターテ 
イメント」一「ボリュームコントロール」を開いてください。 


j) 豆 

Windows 日 8/98SE の場合は、「コントロールバネル」—「マルチメディア」を開き、「才ーディ 
才」タブで「音量の調整をタスクバーに表おする」にチェックを入れると、タスクバーに表示されるよ 
5になりまず。 

Windows 2000 /Me の場合は、「コント□-ルバネル」一「サウンドとマルチメディア」を開き、 
「サウンド」タブで「タスクバーにボ U ュームコント□-ルを表おする」にチェックを入れると、タス 
クバーに表示されるようにな D ます。 
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① バランス 

左ちの出カバランスを変更します。 

Micr 日 ph 日 ne はモノラル入力ですので、バラ 
ンスの調節は必要ありません。 

@音量スライダー 

再生ボ U ュームをすベて MAX (上へスライ 
ド）にしてください。 

感 S ュート 

再生の音声を消すとさにチェックボックスに 
チェックをつけます。 


■ 音楽 CD を再生ずる設定の確認 

WindowsQS/ 日 8SE の場合 

1. 「コント n —ルパネル」一「マルチ六ディ 
ア」のプ n パティを開き、 r 音楽 CD 」 を選択 
して < ださい。 

2. 音楽 CD を再生するためのドライブを選択し、 

「この CD - R 日 M デバイスでデジタル音楽 CD 
を使用可能にする」のチェックボックスに 
チェックをつけて < ださい。 

3. 「日に」を押してウィンドウを閉じてください。 

Windows 2000 /Me の場合 

1. 「スタート」一 r 設定」一「コント□—ルパネ 
J レ」を開さ、「システム」を開さます。 

2. (「八ードウェア」タブを選択し [Windows 
2日0日の場合]、）「デバイスマネージャー」 
ボタンをク U ックします。 

3. 目的の DVD / CD - R 日 M ドライブの「プ□パ 
ティ」を開き、「この CD - R 日 M デバイスでデ 
ジタル音楽 CD を使用可能にする」のチェッ 
クボックスにチェックをつけて<ださい。 

4. 「日 K 」 をク U ックして、ウインドウを閉じ 
て < ださい。 

一 

ご注意 

「この CD - R 日 M デバイスでデジタル音楽 CD を使 

巧可能にする」のチェックボックスは SE - U 已曰び 

認識されていない、または、 CD - R 日 M ドライブ 

がデジタル出力に対応していない場合は、チェッ 

クできません。必ず SE - U 已日を接続した状態で作 

業を巧ってください。 


オフシ 3 -A 巳ヘルフ'が 

USB 才ーティオデ W 
バランス： バ 


广をミュ-卜(凹） I 

トン曲 I 

|US 目才ーデイオデバイス 


WAVE 

SW Synth 

CD プ レーヤー 

バランス： 

バランス： 

バランス： 

り—い 

り - い 

を—い 

音量： 

音量： 

一- 

音量： 

一- 

广ミュ-卜(凹） 

广ミュ-卜 <凹> 

厂む-卜烟） 


3-ディ3 IビデオI MIDI き楽 CD IデバイスI 

ここではどめようじ音を CD を巧ちするかを試ミしまも 

「CD-ROM の;度? R - 

巧封!の C 卜 ROM ドライブがある请さ、音ま CD の再生にほ用するドライ 
ブを指定してください。 

音お CD をちをする巧ミの CD- 防 M ドライブ屯)： P 7 \ 

音巧 CD の音量に)： J _!_:_'I 

アナ□ヴではなくデジタルで音装 CD を再をするようじ記ミで•きます。この 
视お力巧阳できないの- ROM デ"イスもありまも音楽 CD の再おこ 
巧驻がある巧さは、この视ををほ用す巧(こしてください。 

17この CD-ROM デバイスでデジタル音装のをほ用可能じする 


r OK J キャン它ル I 巧脚が 

WindowsQS/S 日 SE の画面 


を肢 r ブ ロ 断 .! |i をを I ドラィバ 1 
^ここでは音漠 CD の再を方;—ちを設ちします。 

「CD ブレー*—の音量 &) - 

ほ _ j 舌] 

「デジタル CD 巧を- 

アナ□クではなくデジタルで音を CD を再をするおに設定できます。こ 
の视够 W 旧でまない CD-ROM デバイスらあります。音裝 CD の再 
おこだ齒がある读合は、この视ををほ巧不可【こしてください。 

[7 この CD- 悦 M デ"イスでデジタル音を CD をほ用巧おじするの 


I 0K I キャンむレ I 


Windows 


Windows 2000 /Me の画面 
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録音のしかた （ Windows ) 


ここでは付属の Dig の nSouncI Li 呂 ht を使った歸音の方法をご紹介します。 

■ DigiOnSound Li 邑 ht のインストール 

DigiOnSound Li 邑 ht のインストールちま 

1. はじめにそれまで実行していた全てのアプ U ケーションを終了してください。 

2. 付属の CD - R 日 M を CD - ROM ドライブに挿入します。 

3. 「マイコンピュータ」を開き、 CD - R 日 M び接続されているドライブを開いてくださし、。 

4. CD - ROM か日 r □间加」フオルダを開きまず。 

己.ち図ウインドウで rSound 」 フオルダを開を、 


その中にある rSetup . exe 」 をダブルクリツク 
すると、インス!-ールを開始します。 


~9 -に |x| 

乃ィルの 

泪実のま示 M なわ(がわちに入口曲 

A 叫リンク »|g5B 


- 回； y, 種道！啤グ画 ! 置 ! 

- ァドレス 叫 

な 

ななな 

AutoDemo 防 Media Extra 

% 

{gyyijy 


DigiOn 


Sound 
フ7イル九ルタ 

更析日時 

1999/10な7冰）午 
巧旧:17 


因^ 回う 

License.txt Readtne.txt 


豈マイ コンピュ -9 


目.インストールの準備び終了すると、インス 
I -ール画面び表示されます。案内に従って作 
業を進めてください。違中で名前、会社名、 
シ U アル番号を入力する画面びあ0ます。 

シ U ア J レ番号「 DG 0 N -003-7 白33己 7- 
9 FW 8 G 5 J (裏表紙参照）を入力し、次へ 
進んでください。 


ぶ 



熟し章轉 i 


I と製品の WII ■毎号を入力し、[ホへ]ホ''みぞ 


J _おン邮 


7. ファイルのコピーび終了すると、セットアップ 
の完了画面が表示されまず。「完了」ボタンを 
クリックし、インス!ルを終了します。 

豆 

セットアップ完了画面で「デスクトップに 
ショートカットを作成する」にチェックを入 
れるとデスクトップにアイコンび自動作成さ 
れます。 


■•M •姑， n 



厂 Rea が e.txt ぞを示する。 

17 デスクトッブ I こシ 3— 卜方ットさはなする。 


況7け’’わを5リッウすると、 b ゥけげをが了します。 


windows 
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録音のしかた （ Windows ) 


■ マイクや Line 入力のアナ□グ音声をパソコンに入力ずる 

1. アナ□グ再生させる機器を図のように SE - U 已已本体に接続します。 

:信号の流れ 



ご注意 

レコードプレーヤーを接続する場合は、フオノイコライヴーを通して接続するか、フオノイコライ 
ヴー内蔵のレコードプレーヤーをお使いください。 


SE - U 已已本体の FUNCTION SELECTOR を 
録音する ソースに 合わせ、 「 line 」 または 
「 M に」に切り誓えます （3 己ページ参照）。 

動作確認インジケーターび点:灯しているかご確 
認ください。 

ご注意 

「 MONIT 日刊や 「 INTERNAL 」 などのデジタル入力か5 「 LINE 」 や 「 M に」に切り誓えた場含 
は、動作確認インジケーターび点滅したあと点灯に変われば切り誓え完了です。 


3. □间日 n Somd を立ち上げ、「ファイル」一 
「新規作成」を選択し、新規マルチトラック 
ウインドウを開いておさます。 


スイ ルのなの« 示 w I 刀 か®コント トルの ウィン 巧 W W け! 
:〕ぶ 円々’ 甘 かづ •みみ 


iriSiMaiw 


~ r ^ □间 


I ! !'!'! 1,1 i i i I 


SMOPCIM 
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録音のしかた （ Windows ) 


4. ヴンプ U ングレートを44.1 kHz 、] 郎 it 、 ス 
テレオに設定します。サンプ U ングレートは 
「ファイル」一「環境設定」一 r サウンド形 
式」で選択します。ステレオ/モノラルはコン 
卜□ーラーウインドウで選択することびでを 
まず。 

j ) 互 

より良い音声で楽しんでいただくために、録 
音にご利用されているお手持ちのソフトウェ 
アでもヴンプ I 」ングレートを 44.1 kHz 、 

1日 bit ステレオに設定されることをお勧めし 
ます。 




録音サウンドを巧 I 一!!きファイル j ま示 J 巧を1 


サンブリング周波敍； 


畳子化ピットな： 


l^tirnnB ▼] 

ド6ヒット ，] 


キャンむレ」ヘルプ 


己.試しに録音するソースを再生し、「コント 
□—ラー」ウインドウの「レベルモニタ」画 
面を見なびら INPUT LEVEL つまみで録音レ 
ベルを調節します。 

な化 
言口 

レベルモニタにチェックを入れている時に 
FUNCTION SELECTOR を切0誓えなし)で 
<ださい。 

目.コント□ーラー ウインドウのと J (録音）を 
ク U ックすると録音び開始されますので、同 
時に録音したい音源の再生を行ってくださ 
い。 

7. コント□-ラーウインドウの LeJ (録音停 
止）をク U ックすると録音び終了します。 


FUNCTION SELECTOR 



口 I か 



巧をバラメー5 
r しペルモニ 5 l 
R 

厂 1む..啼 


ボリューム||チヤンネルをち I 


なを巧お時間：8時駐40ろ22抄 


コント□-ラーウインドウの表示 
r 表示 J 一「コント□-ル J にチェック 
を入れる 


茜化 
言口 

録音中に function select 日 R のデジタル/アナ□グを切り誓えないください。 

ご注意 

ヴウンド編集ソフトによっては US 目による音声入出力をサポートしていない場合びあります。あ5かじ 
めご利用されるヴウンド編集ソフトの開発元に確認してくださし、。 


windows 
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録音のしかた （ Windows ) 


■ CD や MD のデジタル音靑をパソコンに入力ずる 

ここでは付属の□间日 nSound Li 卽 t を使った録音の方法をご紹介しまず。 

1. デジタル再生させる機器を図のように SE - U 已已本体に接続します。 



2. SE - U 己己本体の FUNCTION SELECTOR を 

「 INTERNAL 」 に切り誓えます （3 已ページ 
参照）。動作確認インジケーターび点巧して 
し'!るかご確認ください。 

ご注意 

「 LINE 」 や 「 M に」などのアナ□グ入力か5 
「 INTERNAL 」 に切り誓えた場含は、動作確 
認インジケーターび点滅したあと点灯に変わ 
れば切り督え完了です。 

3. U アパネルにある□に ITAL IN のセレクタをご 
利用の端テに含わせて 「 COAX 」 または 

ropTj に切り誓えます。 

COAX :同軸ケーブルで COAXIAL IN 端子に 
接続している場を 

OPT :光ケーブルで日 PTCAL IN 端テに接続 
している場合 

4. Di 呂の nSoLind を立ち上げ、「ファイル」一 

「新規作成」を選択し、新規マルチトラック 
ウインドウを開さまず。 


■ DIGITAL IN ■ 
-COAX 


口 


OPT 


Ul かのェ>卜〇-ルのかン巧 W ヘルフ牲 
•■■こか 呼みみ 




•20d 日 


SMOPCIM 
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録音のしかた （ Windows ) 


己.サンプ U ングレートを 44.1 kHz 、 1目 b け、ス 
テレオに設定します。サンプリングレートは 
「ファイル」-^「環境設定」^「サウンド形 
式」で選択します。ステレオ/モノラルはコン 
卜□ーラーウインドウで選択することびでさ 
ます。 

互 

より良い音靑で楽しんでいただくために、録 
音にご利用されているお手持ちのソフトウェ 
アでをサンプリングレートを 44. 1 kHz 、 

] 日 bit ステレオに設定されることをお勧めし 
ます。 

目.コント□ーラーウインドウの Lfl (録音）を 
ク U ックすると録音び開始されますので、同 
時に録音したい音源の再生を行って<ださ 
い。 

7. コント□ーラーウインドウの I 口 I (録音停 
止）をク U ックすると録音び終了します。 

ごを意 

一-*-* »- 

. 菁作権保護された音声信号はデジタル入力端 
子か5は入力されません。アナ□グ入力でご 
利用 < ださい。 

• サウンド編集ソフトによっては、 US 目による 
音声入出力をサポートしていない場含びあ0 
ます。あらかじめご利用されるサウンド編集 
ソフトの開発元に確認してください。 






コント□-ラーウインドウの表示 
r 表示 J 一「コント□-ル J にチェックを 
入れる 


■ デジタルイン モニター 機能 

デジタルインの録音音声をモニターする場含は、入力切り誓えスイッチ （ FUNCTI 日 N SELECTOR ) 
を 「 MONITOR 」 に含わせてください。この設定ではデジタルイン！;(がの音声びすべて S ユートされま 
す。復帰する場合は 「 INTERNAL 」 に戻してください。 


windows 
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録音のしかた （ Windows ) 


■ PC か 5 MD や DAT へデジタル音靑を出力ずる 

1. 接続するデジタル機器を図のよラに SE - U 已已本体に接続します。 



2. FUNCTION SELECTORS 「 LINE 」 に切り誓えます （3 日ページ参照）。 

動作確認インジケーターび点灯しているかご確認ください。 

ご注意 

「 INTERNAL 」 や 「 MONITOR 」 から 「 LINE 」 に切0誓えた場合は、動作確認インジケーターび 
点滅したあと点灯に変われば切り誓え完了です。 

3. PC の中の目的の音声を再生し、ご利用のデジタル入力びできる録音機器で録音してください。 

(再生のち法は 1S ページをご覧ください。） 

ご注意 

• FUNCTION SELECTOR ^'「 INTERNAL 」 または 「 MONITOR 」 に設定されているとデジタルア 
ウトか5は 「LINE IN 」 への入力信号びモニター出力されます。サンプ U ング周波数は 44.1 kHz で 
す。 PC のアプリケーションソフトウェアか5の音声をデジタル出力する場合には 「LINE IN 」 を選 
おしてください。 

• LINE や M にから入力されたアナ□グ音声は U アルタイムでそのままデジタル端テか5は出力されま 
せん。この場合、一旦 WAVE ファイルなどに保存してから出力を行ってください。 


SMOPCIM 
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接続をはじめる前に ( Mac ) 


必要なシステム構成 

• iMac 、 iBook . または標準で US 邑端テを持つ PowerMacint 日 sh および Powe 旧 0 ok シ U - ズ 

• 60 MB 切上の八ードディスク空を容量 
• 目4 M 日凹上の RAM 

• CD - R 日 M ドライプ（または相当品） 

付属のソフトウエアをインストールずるために必要でず。 

• Mac 日 S 9.0.4 +Multimeclia Update J -1. 日政降 

( Mac 日 S 日. 0.4 でも Multimedia Update J -1 .日び実装されていない機種びあります。） 

MacOS にごいて 

Mac 日 S 目.日.4し^降び現在の状態で正しく起動でをることを確認してください。 

《本機は Mac 日 S 日.0じ(前のシステムでは動作しません。現在ご使用のシステムソフトウエアび Mac 日 S 日.日の場 
合 Mac 日 S 目.日.4 +Multimedia Update J -1. 日政降へシステムソフトウエアのアップデートび必要です。シ 
ステムソフトウエアのアップデートについては、 Mac 本体の説明書をご参照ください。 

ご注意 

標準で US 日ポートを持たない Mac はヴポートの対象がです。 PCI ボードなどにより US 巨ポートを増設 
している Mac については本機の動作び正常に行われない場合びあります。 


必要な動作環境を満たすノソコンであっても、ノソコンシリーズ固有の設計仕様やお客様 
の使用環境の違いにより、本機の動作が正常に行なわれない機種があります。本製品の制 
限事項や動作確認情報についての詳細は巻末記載のホームページにてご確認<ださい。 


■ Windows / Mac 切り替えスイッチの設定 

接続するパソコンに含わせて、このスイッチを切り誓えます。 

互 

工場出荷時は、このスイッチは WIN 側になってしほず。 Mac をご使用の場含は、接続する前にぶ、ず設定 
しなおして < ださい。 

1 . Mac 本体から、 US 目ケーブルを抜きます。 


2. SE - U 已日の底面にある Wind 日 ws / Mac 切り 
誓えスイッチを、 MAC 側に設定します。 


3. USB ケーブルを、 Mac 本体に接続しまず。 
Windows / Mac の切り督えび完了しました。 

ご注意 

Windows / Mac 切り誓えスイツチは、 Mac に 
SE - U 已日を接続したときに認識しますび、その後 
にスイッチを切り誓えてを認識しません。もし 
Windows / Mac の設定を誤って Mac に接続した 
とさは、一度 US 巨ケーブルを抜さ、スイッチの設 
定を変更した後、再度 US 巨ケーブルを接続してく 
ださい。 
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接続のしかた （ Mac ) 


■ Mac へ本機を接続ずる 

1. 付属の US 日ケーブルの A タイプのジャック （ a ) を Mac または Mac に接続されに USB HUB 
(八ブ）へ接続する。 

]) 互 

Mac の USB ポートび2個 liLh ある場合はどのポートに接続しても構いません。 

吕.日タイプのジャック (□) を SE - U 己己の US 日アップポート （UP USB ) へ接続する。 



ご注意 

• 端テの抜さ差しをする場合にはスピーカーの音量を絞ってください。 

• 主にノー トパソコンとの接続で、 USB ポートへの給電び充分でないために SE - U 日日を正常に認、識 
しない場合びあります。その場をは別売の専用アダプター（型番： AD - 日日日 2) を接続してくださ 
し'!。専用 AC アダプターについては、巻末記載のサポートセンターにお問い合わせください。 
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接続のしかた （Mac) 


■ オーディオシステムとの接続 
■ パソコン用スピーカーとの接続 


■ マイクとの接続 


:信号の流れ 



US 巨ケーブル外の接続をするとさは、接続する機器の電源を切ってか5行ってください。 
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パソコンの設定 ( Mac ) 


■ デバイスの確認 

SE - U 己日を Mac の US 目ポートに接続します。アップルメニューか5 「 Apple システム•プ□フィー 
ル」 を開き、「デバイスとボリューム」タブを選択します。 

正常に接続されている場合には 「 USB 」 の欄に「才ーデイオ （ US 巨 Di 呂 ital AucHo Processor ） 」 
と表示されます。 



■ オーディオデバイスの確認 

アップル メニ ューか5「コント□ールパネル」一「サウンド」を開き、サウンド入力装置、サウンド出 
力装置に 「US 目 オーディオ」び表示されているか確認します 。 「US 目 才ーディオ」び表示されていな 
い場含、システムソフトウェアのバージョンび対応していない可能性びあります。システムソフトウェ 
了の} くージョンを確認して必要なアツプデート処理を行ってください。 


j ) 互 

必要な動作環境を満たすシステム構成でわヴウン 
ド装置の欄に 「 USB オーディオ」が表示されない 
場をは、 USB ケーブルを一度巧き、再度接続して 
デバイスを再認識させてください。 


入力 
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■ USB オーディオの設定 

1. アップル^ニューか5「コント□ールパネ 
ル」一「サウンド」を開さ、「入力」を選び 
ます。 r サウンド入力装置の選択」を 「USB 
オーディオ」に設定します。 

ご注意 

「出力装置を通して音をな5す」はチェック 
を入れないでください。 

2. アップル^ニューか5「コント□ールパネ 
ル」一「サウンド」を開き、「出力」を選び 
ます。 r サウンド出力装置の選択」を 「USB 
オーディオ」に設定します。 


《 Quick Time Player び開いているとをは変 
要できませんので、一度閉じてか5設定し 
て < ださし、。 


入力 



チェックしない 

出力 



客 
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ンの設定 ( Mac ) 


■ AIFF ファイルの再生 


1 .Quick Time Player を開きます。 


间 

功;わげかお P みが" 


2. Quick Time Player び起動したら、「フアイ 
ル」メニューから「ムービーを開く」を選お 
します。付属の CD - R 日 M の SampleAlFF 
フオルダの中にある 「 Sample 」 を選択し、 
「変換」ボタンをク U ックします。 


巧 客9盈 

1 な SampleAlFF さ | 


[•) MSE-U33 Oriqn 

4 Ssmplel 


R 9 化し 


白 SampleZ 
白！ Samples 


1デスクトツプ 1 



1 キ卞ン t ル 1 

1 た由 i 



11 を 巧 || 

囚 巧を去 示 


3. プレイボタンをクリックすると、 AIFF フアイ 
ルが再生されます。 



■ 音楽 CD の再生 

1. 音楽巧 CD を CD - R 日 M ドライブにセットしま 
す。 

2. アップルメニューか5「コント□ールパネ 
ル」一「サウンド」を開いて「入力」を選 
び、「サウンド入力装置の選択」を「内蔵 
CD 」 に設定します。 

3. 音楽用 CD のオーディオトラックをダブルク 
U ックします。音楽用 CD び再生されます。 


& QuickTime コント□-ルの設定で自動再生の 
設定になっている場合は音楽用 CD は自動的に 
再生されます。 



ブレイポタン 
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録音のしかた （ Mac ) 


■ マイクや Line 入力のアナ□グ音青を Mac に入力ずる 


ここでは Simple Sound を使った録音の方法をご紹介します。 

1. アナ□グ再生させる機器を図の様に SE - U 已已本体に接続します。 


:信号の流れ 



ヴー内蔵のレコードプレーヤーをお使いください。 


2. SE - U 已曰本体の FUNCTION SELECTOR を録 
音するソースに含わせ、 「 LINE 」 または 
「 M に」を選択します （3 日ページ参照）。動 
作確認インジケーターび点灯しているかご確認、 
<ださい。 

ごま意 



「 MONITOR 」 や 「 INTERNAL 」 などのデジタル入力か5 「 LINE 」 や「1\/1に」に切り替えた場合 
は、動作確認インジケーターび点滅したあと点打に変われば切り替え完了です。 

3. システムの入っている HDD - 「アプ1」ケーンヨン」一 「Simple Soun 山を選択します。 

4. 「サウンド」の中か5録音したい音源に合わはてヴンプ U ングレートを運択してください。 



豆 

より良い音声で楽しんでいただくために、録音にご利用されているソフトウエアのサンプリング 
レートを 44.1 kHz 、 1加け、ステレオに設定されることをお勧めします。「サウンド」の中の 
に□用」は 44.1 kHz 、16 bit 、 ステレオです。 


己.「ファイル」-「新規」を還択し録音画面を 
出します。 


因田回 IH <] 


巧き仙-時巧止由ま I でソゎ H 

I 10:00:00 : 巧巧 


時 


2:35:17 
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録音のしかた ( Mac ) 


目.本体の INPUT LEVEL を調節します。 

7. ® (録音ボタン）をク U ックすると録音び開 
始されますので、同時に録音したい音源の再 
生を行ってください。 

8. ® (停止ボタン）をク1」ックすると録音び停 
止します。 


啓 化 
言口 

録音中に FUNCTION SELECT 日 R のデジタル （「 INTERNAL 」「 M 日 NIT 日 R 」） /アナログ 
(「 LINE 」「 M に」）を切り誓えないください。 

一 

ご注意 

ヴウンド編集ソフトによっては US 目による音声入出力をサポートしていない場含びあります。あらかじ 
めご利用されるヴウンド編集ソフトの開発元に確認してくださし、。 



■ CD や MD のデジタル音声を Mac に入力ずる 

ここでは Simple Sound を使った録音の方法をご紹介しまず。 

1. デジタル再生させる機器を図の様に SE - U 已日本体に接続します。 



2. SE - U 己己本体の FUNCTION SELECTOR を 
「 INTERNAL 」 に切り誓えます （3 已ぺージ 
参照）。動作確認インジケーターび点巧して 
し'!るかご確認ください。 
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ご注意 

「 LINE 」 や 「 M に」などのアナ□グ入力から 「 INTERNAL 」 に切り誓えた場含は、動作確認イン 
ジケーターび点滅したあと点灯に変われば切り誓え完了でず。 














































録音のしかた ( Mac ) 


广 DIGITAL IN 、 
COAX 


□ 


OPT 


3. リアパネルにある□に ITAL IN のセレクタを 
ご利巧の端テに含わせて 「 COAX 」 または 

「 OPT 」 に切り誓えます。 

COAX :同軸ケーブルで COAXIAL IN 端テに 

接続している場合 _ 

OPT :光ケーブルで日 PTCAL IN 端子に接続 
している場合 

4. システムの入っている HDD - 「アプ U ケーシヨン」一 rSimple SoundJ を選択します。 
己.「ヴウンド」の中から録音したい音源に合わせてサンプリングレートを選択してください。 


互 

より良い音声で楽しんでいただくために、録音にご利用されているソフトウエアのサンプリング 
レートを 44.1 kHz 、 1加け、ステレオに設定されることをお勧めします。「サウンド」の中の 
に□用」は44.1 kHz 、16 bit 、 ステレオです。 


日.「ファイル」-「新規」を還巧し録音画面を 
出します。 


7.因（録音ボタン）をクリックすると録音び開始されますので、同時に録音したい音源の再生を行つ 
て < ださし、。 

狂® (停止ボタン）をク I 」ックすると録音び停止します。 

盛化 
言口 

録音中に function select 日 R のデジタル/アナ□グを切り督えないください。 

ご注意 


因田凹山づ 


巧き仙-な歴ちま I サンゎ H 

I 10:00:00 巧巧 


0 


2 : 35:17 



. 菁作権保護された音声信号はデジタル入力端テか5は入力されません。アナ□グ入力でご利用くだ 
さい。 

• サウンド編集ソフトによっては、 US 巨による音声入出力をサポートしていない場含びあります。あ 
5かじめご利巧されるヴウンド編集ソフトの開発元に確認してくださし、。 


■ デジタルイン モニター 機能 

デジタルインの録音音声をモニターする場含は、入力切り誓えスイッチ （ FUNCTI 日 N SELECTOR ) 
を 「 MONITOR 」 に合わせてください。デジタルイン L がが)音青がミュートされます。復帰する場合は 
「 INTERNAL 」 に戻してください。 
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録音のしかた ( Mac ) 


■ Mac か 5 MD や DAT へデジタル音靑を出力ずる 

1. 接続するデジタル機器を図の様に SE - U 日已本体に接続します。 



Mac 



2. FUNCTION SELECTORS 「 LINE 」 に切り誓えます （3 已ぺージ参照）。 

動作確認インジケーターび点灯しているかご確認ください。 

ごを意 

「 INTERNAL 」 や 「 MONITOR 」 から 「 LINE 」 に切0誓えた場合は、動作確認インジケーターび 
点滅したあと点灯に変われば切り誓え完了です。 

3. Mac の中の目的の音声を再生し、ご利用のデジタル入力びできる録音機器で録音してください。 

(再生のち法は30ページをご覧ください。） 


ごを意 

• FUNCTION SELECTOR ^'「 INTERNAL 」 または 「 MONITOR 」 に設定されているとデジタルア 
ウトからは 「LINE IN 」 への入力信号びモニター出力されます。サンプリング周波数は44.1 kHz で 
す。 Mac のアプリケーションソフトウェアか5の音声をデジタル出力する場含には 「LINE IN 」 を 
選択してください。 

• LINE や M にか日入力されたアナ□グ音声は U アルタイムでそのままデジタル端テか5は出力されま 
せん。この場合、一旦 AIFF ファイルなどに保存してか5出力を巧ってください。 


34 



































FUNCTION SEI_ECTOR について 


■ FUNCTION SE に CTOR の位置と八ードディスク録音で入力される音声 

入力で使用する入力端テに合わせてセレクタの位置を表1のよラに切り誓えます。 


表1 


^^-^_ . 入力端子 

セレクタの位置 —^^-^ _ 

1 アナ□グ 1 

デジタル 

M に IN 

LINE IN 

( COAX / OPT ) 

アナ□グ M に 

〇 



LINE 


〇 


デジタル INTERNAL 



び 1 

MONITOR 



び 1 


* 1デジタル入力では riNTERNAU 「 MONITOR 」 いずれの位置でも入力できまずび本体をろのリアパネルで rCOAXJ 、「 OPT 」 の 
切り曾えが必費です。 

デジタル入力の時は 「 INTERNAL 」「 M 日 IXHTER 」 を切り督えることによって、 LINE 日 UT / PH 日 NES で 
の モニターでをる ソース び 選べます。 


■ FUNCTION SELECTOR の位置とが部接続機器へ出力される音声 

録音の際には入力する音青に従ってセレクタを切0誓えることび必要です。（表]参照) 
そのとをにどの音びモニターされているかを表2で表しています。 


表2 


^^ 出力巧 

セレクタの位置 " ^ ^^- 

アナ□グ 

LINE OUT&PHONES 

デジタル 

( COAX / OPT ) 

アナ□グ M に 

M に IN とパソコンの音声 

パソコンの音声 

LINE 

LINE IN とパソコンの音声 

パソコンの音声 

デジタル INTERNAL 

LINE IN とパソコンの音声 

C 曰 AX または OPT 

MONITOR 

COAX または OPT 

C 曰 AX または OPT 


パソコンの音青： WAVE 、 MP 3 などのヴウンドファイル、 CD - ROM ドライブの音楽 CD 


ごミち意 

LINE や M にか5入力されたアナ□グ音声は U アルタイムでデジタル端テか5は出力されません。 
この場合、しりたん WAVE ファイルなどに保存してか5出力を行ってください。 


windoss/sac 壯敲 
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■ 本機のコピーガードシステムについて 

本磯のデジタル入力はコピーガードシステムによって保護されております。 

このシステムはデジタル信号をデジタル信号のまま録音することび可能ですび、後述の制限事項びござ 
しほす。 

また、この制限事項は著作権の保護を目的としており、著作権を侵書するよラな動作を制限するた奴に 
設け5れてお0ます。 

. 本機のデジタル出力か 5 MD や DAT などにデジタル録音した信号は、デジタル信号のまま他の^ 
ディアに録音することはできません。 


本機に記録されている音靑データを一旦アナ□グ信号として録音した MD か!5デジタル信号として 
MD レコーダーに入力することは巧能です。 


ミニディスク 


0 :可能 
X :不可 


SE - U 己己 


アナ□グ入力録音 


0デジタル入力録音 
0アナ□グ入力録音 


MD レコーダー 


三.本機か5デジタル信号のまま録音された MD の音声データは、 MD プレーヤーへデジタル信号のまま 
入力することはできません。入力する場含はアナ□グ信号として入力してください。 

ミニディスク 


SE-U 已5 


デジタル入力録音 


MD レコーダー 


MD プレーヤー 




し 乂 l■'~^ 



乂デジタル入力録音 
〇アナ□グ入力録音 


MD レコーダー MD ブレーヤー 


ヒーガードシステムについて 


巧が uelAl/SMOPUiM 
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コピーカードシステムについて 


CD や MD 、 DAT などデジタル信号で音声データを記録しているメディアか5本機のデジタル入力 
端テに直接デジタル信号を入力することびでさます。 

ただし、一度デジタル信号か5デジタル信号のまま録音された音声データを本機に入力した場合、 
録音はできません。また、本機を通してのモニタ U ングもできません。 

CD か5直接デジタル信号で入力された音声データは、本機へデジタル入力することびでを、録 
音-モニタリングも可能です。 

〇 :可能 


CD プレーヤー 


皆 


X :不可 


SE - U 己己 


〇デジタル入力録音 


2. CD からデジタル信号のまま録音された MD の音声データは、本機へデジタル信号のまま入力するこ 
とはでをません。入力する場合はアナ□グ信号として入力してください。 


ミニディスク 


CD プレーヤー 


デジタル入力録音 


MD レコーダー MD プレーヤー 


先 


SE - U 己己 


X デジタル入力録音 
〇アナ□グ入力録音 


3. CD に記録されている音声データを一旦アナ□グ信号として録音した MD か!5デジタル信号として本 
機に入力することは可能です。 


ミニディスク 


CD プレーヤー 


アナログ入力録音 


MD レコーダー 


MD プレーヤー 




〇デジタル入力録音 
〇アナ□グ入力録音 


SE - U 己己 


あなたび録音したちのは、個人として楽しむほかは著作権法上、権利者に無断で使用でをません。 


windoss/sac が敲 
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FUSE について 


■ Rhythmic Circle FUSE について 

Rhythmic Circle FUSE は再生する音楽に連動して映像を変化させる VJ ソフトです。 

画像とエフェクト機能を組みをわせることで、音楽の再生中に次々と映像を変化させ、音楽と一体感の 
ある映像を楽しむことびでをます。また、ビデオ入力した映像を使用することがでさます。 


■ インス!-ールをはじめる前に 

FUSE のインス!ルには約2已 OMB の八ードディスク容量び必要とな0ます。あらかじめインストー 
ルされる八ードディスクの空き容量をご確認ください。 

また、お使いのシステムに UTF の環境びインストールされているかを確認してください。 

• Microsoft DirectX?.Oa 

• Microsoft DirectX Media 目. 1 

• Apple QuickTimes 12 J 

互 

• FUSE は □ i 「 ec 1; X 7.0 日け降で動作します。ご使用の PC の DirectX のバージョンをご確認の上、 
パージョンびちい場合は 「Rhythmic Circle FUSE 」 フォルダの中の 「□ irectX 7.0 a 」 フォルタ' 
にある rclx 7 ajpn . exe 」 でアップデートを行ってください。 

• DirectX のパ'—ジョンは 「 Pro 旨 ram 円 les 」 一 「 DirectX 」 一に etup 」 一 fOxDiagJ を起動し 
て 「 DirectX 診断ツール」の中の「システム」で確認でさます。 

• Apple QuickTimeAl 吕 J は、ご使用のバソコンによっては装備されていない場合びありまず。そ 
のようなときは、 Apple 社のホームページからダウン□ー ドしてください。 



興が uelAI/SMOPU!M 
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■ Rhythmic Circle FUSE のインス I -- ル方法 （ Windows ) | 

の 

1. はじめにそれまで実行していた全てのアプ u ケーションを終了してください。 三 

2. 付属の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに挿入します。 ^ 

3. 「マイコンピュータ」を開き、 CD - R 日 M び接続されているドライブを開いてください。 cS 

4. 「 Rhythm に Circle FUSE 」 一 「 app 」 の中の 「 Setup . exe 」 をダブルク U ックし、 PC のインス 
トールガイドにおって作業を進めて<ださし、。 

己.「ューヴーの情報」画面で、名前、含社名、シ U アル番号 「 RCFO 10000417493 1J (量表紙 
にも記載）を入力する必要びあります。含社名の欄はお名前でも結構です。入力び終了した5「次 
へ」をクリックします。 



■ Rhythmic Circle FUSE のインス I -- ル方法 ( Mac ) 

1. はじめにそれまで実行していた全てのアプ U ケーションを終了してください。 

2. 付属の CD - R 日 M を CD - R 日 M ドライブに挿入します。 


3. 付属の CD - R 日 M から [Rhythmic Circle 
FUSE 」 フオルダを Mac のインス!ルし 
たいフオルダにコピーします。 


霞 

Rhythmic Circle FUSE 


4. コピーび完了した5、フオルダを開き 、 「Rhythmic Circle FUSE 1 .己丄|アイコンをダブルクリツ 
クして起動します。 

己.最初の起動時に、名前、所属とシリアルナン 

バ- rRCFOl 00004174931 」 （裏表紙国 
にも記載）を入力するぶ唾びあります。臟 
の欄はお名前でも結構です。人力む‘够了した 
らちの OK ボタンをク I 」ツクします。 


登緑すンパ’-; 
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FUSE について 


■ Rhythmic Circle FUSE の使い方 

本製品は SE - U 日已で選択された入力音源に合わせて映像パフオーマンスを楽しむことびできます。 

音声が認識されているか確認ずる 

グラフのレベルモニターび反応していることを確認します。 



画像の切り替え 

チヤンネル A とチヤンネル目の2つのチヤンネルびあ0ます。 「 PLA 丫」している方の映像びモニター画 
面に映ります。 

機能の説明 

SHAPE 「 SHAPE 」 を選択し、 「 IMAGE 」 から画像を選びます。さまざまな特殊効果び加わって、画面の前 

_ 面に表示されます。 _ 

BACK 「 BACK 」 を選択し、 「 IMAGE 」 から画债を選びます。バックグラウンドとなる画债で、そのまま表 

_ 示されます。 _ 

PATTERN 「 P 冉 TTERN 」 を選択し、画面ちの 「 PATTERN 」 か日画像を選びます。音に反応して動いたり、単 

_ 純にモザイク等の特殊効果をかけたり、オシ□スコープのよラな波形を表示したりします。 

上記3つの組み合わせにより、様々な映像パターンを創り出すことびできます。 


巧が uelAI/SMOPUiM 
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Acrobat Reader について 


付属の CD - R 日 M に入っている Carry 日 n Music のヘルプは PDF 形式のファイルですので、これを読むた 
奴にはまず Acrobat Reader びインス I ルされていることをご確認くださし、。 

インス! -- ルされていない場合は、まず下記の 「■Acrobat Reader のインス! -- ル」にしたびって 
操作を進めてください。 



■ Acrobat Reader のインストール 

1 . 付属の CD - R 日 M を CD - ROM ドライブにセツトします。 

2. CD - R 日 M を開さます。 

3. 次に 「 Ad 日 be 」 フォルダを開きます。 

4. フォルダ内にある「日「4日已 jpn . exe 」（ Mac の場をは 「Japanese Reader Installer 」） をダブ 
ルク U ツクします。 

ファイルの抽出び始ま0ます。 

己.あとは画面の指示にしたびってください。次の画面へ行くには「続ける...」をク U ツクします。 

■ Acrobat Reader の基本操作 

メニューバーとツールバー 

マニュアルファイルを起動すると、画面の上部に図のよラな画面び表示されます。 


1. 先頭ページを開をまず。 


2. 前のページに戻りまず。 

□ 

M & 宜腫朽 T:i W < 

雨 

♦ D ◎晒 か 

3 . 巧のぺージへ進みまず。 

4. 最後のページを開をまず。 

I I r 

已 12 

II 

3 4 



已.ページを拡大表示しまず。 

その他 

メニ：!ーバーの中か5「ヘルプ」を選び、 「 Reader オンラインガイド」を選おします。 
操作ち法を詳しくお知りになりたい場合は、このオンラインガイドをご利用ください。 


windows/sac お前 
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捆犬 

原因 

処置 

機器を認識しない。 

• 接続び不完全。 

•取破説明書の「接続のしかた」を参照して、 US 巨ケー 



ルを通じて磯器をパソコンに確実に接続してください。 


•接続している八ブに 

• A プを経由して接続している場合は、 A プび動作して 


問題びある。 

し、るかどラかを八ブの取扱説明書にしたびって確認し 



て < ださい。 



• WIN / M 冉 C スイッチ 

• US 巨ケーブルを巧き、お使いのパソコンに合わせて 


の設定間違い。 

スイッチを正しく設定し、 
してください。 

再度 USB ケーブルを接続 


• デバイスの一部を認識 

• US 巨ケーブルを抜き、] 0砂ほど待って再接続してみ 


しない。 

てください。システムび不安定になっている場をは再起 



動を試してください。 


冉 NA / D に切り曽え時 

•音声出力を行ったまま 

•0S の仕様上、音声出力を行ったまま切り曽えを行ラ 

にパソコンび不安定 

切り曽えを行った。 

と、 0 S び不安定になる可能性びあります。 ANA/DE 

[しなる。 


を切り替える時は、音声出力を停止してください。 



( ANA / D に切り替えとは、 

FUNCTION SELECTOR を 



MIC/UNE (冉 N 冉）と INTERNAL/MONITOR ( DIG ) 

を切り替えることをおします。） 


•録音レベルモニター 

• ANA / □にを切り曽える閒ま、必ず録音レベルモニター 


を表示させたまま切 

磯能を停止させてから切り曽えを行ってください。 


り替えを行った。 



音声び出ない。 


( Windows ) 

( Mac ) 


• S ュートされている。 

• タスクバーの 寺^ アイコン 

• コント□ールパネルから 



をダブルク U ックして、 

「サウンド」を開を、 



ボリュームコント□-ル 

「消音」のチェックをは 



を開さ S ュートのチェッ 
クをはずします。 

ずします。 


• 出カレベルがかさい。 

• タスクバーの' 41^ アイコン 

• コント□ールパネルから 



をダブルク U ックして、 

「サウンド」を開さ言量 



ボ U ュームコント□-ル 

を適切な値に設定してく 



を開さボ IJ ュームをすベ 
て最大値に設定します。 

ださい。 


•他の音声出カデバイス 

• コント□ールパネルから 

• コント□ールパネルから 


び使用されている。 

「マルチメディアのプ〇 

「サウンド」を開を、 



パティ」を開き、「優先 

「出力」の「サウンド 



するデバイス」として 

出力装置の選択」から 



rus 巨才ーディオデバ 

「 US 巨オーディオ」を選 



イス」を選択してくださ 
い。 

択してください。 


故障かな？と思った 


S 


巧が uelAl/SM 召 UiM 


42 










組犬 

原因 

処置 

音声び出ない。 

(つづ去） 

■ FUNCTION 

SELECTOR び 

MONITOR に 

なっている。 

• 外部アンプまたは 
スピーカーに問題び 
ある。 

• FUNCTION SELECTOR な': MONIT 曰 R になってし、ると 
DIGITAL IN 端子に入力された信号び出力され、アナ □ 

グ入力およびパソコンの音声は出力されません。ご使用 
になる入力にあわせて FUNCTION SELECTOR を 
INTERNAL / LINE / M にに切り替えてご使用ください。 

• LINE OUT 端子から外部アンプやスピーカーに確黄こ 
接続されているかどラか確認してください。外部機器 
に問題びない場合はケーブルをご確認ください。 

内蔵スピーカーから 
音声び出ない。 

• USB オーディオデバ 
イスび優先されてい 
る。 

• US 巨オーディオデバイスび優先されているため、内蔵 
スピーカーからは音声び出力されません。内蔵スピー 
カーから一時的に音声を出力させるためには、本機か 
ら US 巨ケーブルを抜いてください。内蔵スピーカーの 
ご使巧後は USB ケープルを再度接続して < ださい。 

へッドホンび聞こえ 
ない。 

• へッドホンボ U ューム 
び下がっている。 

• へッドホンレベル調整つまみで音量を調整でをます。 
最適な音量になるよラつまみを調藝してください。 
それでち聞こえない場合、 r 音び出ない」の項を参照 
してくださし、 

左ちの音量バランスび 
かたよっている。 

• バランスび中巧に 
設定されていない。 

( Windows ) 

• タスクバーの典アイコン 
をダブルク1」ックして、 
ボリュームコント □- 
ルを開去バランスを調 
整してください。 

( Mac ) 

• MAC ではバランス調整に 
は対応していません。 

外部スピーカー項目を 
参照して < ださい。 

(MacOS 日.0.4 L 州 0) 

• 列部アンプまたは 
スピーカーに問題 
びある。 

• 接続しているが部アンプやスピーカーのバランスを確認 
してください。 

CD - R 日 M ドライブ 
からの音声び出力 
されない。 

• CD - R 日 M ドライプび 
デジタル音声出力に 
対応していない。 

• システムび CD - ROM ドライプからのデジタル音声スト 
U - ムに対応していない場含、 US 日経由では CD-ROM 
ドライブから出力された音声は出力されません。このよ 
ラな場合は、 CD - ROM ドライブの音声出力（ヘッドホ 
ン出力等）をライン入力に接続し、音量を適当な値に調 
節してください。 

ゲームの BGM び 
出力されない。 

• 巨白 M に巳□出力び 
使用されている。 

• rCD - R 日 M ドライブからの音声び出力されない」の項 
目を参照して < ださい。 


たら 
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捆犬 

原因 

処置 

マイク音声が入力 

•マイクの接続び不完 

• マイクを確実に接続してください。 

でさない。 

全。 



•マイクの適合性に問題 
びある。 

• S ニプラグのマイクをご使用ください。 


•入カレベルび下びって 

• INPUT LEVEL つまみで入カレベルを調整してくださ 


いる。 

い。 


• FUNCTION 

SELECT 曰 R び 

M にになっていない。 

• FUNCTION SELECTOR を MIC に合わせてくださし、。 

ライン音声が入力 

• ライン入力の接続び 

•外部からライン入力に確実に接続してください。列部 

でさない。 

不完全。 

機器に問題びない場をはケープルをご確認ください。 


• が部機器から音声び 

•外部機器から音声び出力されているかどラか確認して 


出力されていない。 

<ださい。 


• ライン入カボリューム 

• INPUT LEVEL つまみを適切な位置に調整してくださ 


びルさい。 

い。 


• レコードプレーヤーを 

• レコードプレーヤーを本機に直接接続することはでを 


直接接続している。 

ません。お手持ちのレコードプレーヤーおよびカート 
リッジに含わせたイコライザーアンプを通して接続し 
て < ださい。 


• FUNCTION 

• FUNCTION SELECTOR を LINE に言受定して<ださし、。 


SELECT 曰 R の 

INTERNAL では 、 LINE OUT 、 PHONES には出力され 


設疋!届し、。 

ますび録音でをません。 

デジタル出力びが部 

• FUNCTION 

• FUNCTION SELECTOR を3已ぺージの 「FUNCTION 

機器に入力されない。 

SELECT 曰 R の 

SELECTO 刊こつし'!て」を参考に正しく設定し直して 


設疋!屆し、。 

<ださい。 


•列部機器のヴンプ U 

• デジタル出力のサンプ U ング周波数は 44. 1 kHz です。 


ング周波数び適含し 

お手持ちの機器の取扱説明書を参照して、出カサンプ U 


ていない。 

ング周波数に対応しているかどラかお確かめください。 


•が部機器との接続に 

•外部機器と確実に接続されているかどラかお確かめくだ 


問題びある。 

さい。列部機器に問題びない場合はケープルをお確かめ 
<ださい。 

パソコンの音声び 

• FUNCTION 

• FUNCTION SELECTOR を LINE に言受定して<ださし、。 

デジタル出力されない。 

SELECT 曰 R の 

「デジタル出力び外部機器に入力されなしリの項を参照 


設定違ぃ。 

してください。 


たら 



巧が uelAI/SMOPUiM 


44 



症げ 

原因 

処置 


録音でさない。 


( Windows ) 

( Mac ) 


•他の音声入カデバイス 

• コント□ールパネルの 

• コント□ールパネルから 


び使巧されている。 

「マルチ分ディアのプ〇 
パティ」を開を「録音」 

の r 優先するデバイス」 
から 「 US 日オーディオ 
デバイス」を選択して 
<ださい。 

それでち録音でをない時 
は r 優先するデバイスの 
みを使巧する」のチェッ 
クボックスにチェックを 
入れてください。 

「サウンド」を開を、 

「入力」の「サウンド 
入力装置の選択」から 
「 US 巨オーディオ」を 
選択してください。 

デジタル入力信号 

• FUNCTION 

• FUNCTION SELECTOR を INTERN 冉 L あるし、は 

び録音でさない。 

SELECTOR の 

設定違い。 

MONITO 刊こ設定してください。 


• 入力信号びコピー 

.本機のデジタル入力はコピ 

ーガードシステムにより保護 


ガードされている。 

されているため、コピー不可に設定されているデジタル 
信号は録音でをません。詳しくは36、37ページを参照 
してください。 


• 入力端子び異なって 

•デジタル入力は光 COPT ) あるいは同軸 （ COAX ) 入 


いる。 

力のいずれかを選択でさまず。お使いになる端子にあわ 
せて DIGITAL IN スイッチを設定してください。 


• 列•部機器との接続に 

•が部機器と確実に接続されているかどラかお確かめく 


問題びある。 

ださい。が部機器に問題びない場合は、ケーブルをお 
確かめください。 

音び途切れる。 

• 音声出力、入力中に 
負荷のかかる作業を 
行っている。 

• 特に録音をされる場合には、 CPU に負担のかかる作業 
は控えて < ださい。 


• 音声出力、入力中に 

• 音声の再生-録音中に他の US 己機器を扳さ差しする 


他の USB 機器を扳さ 
:しした。 

と、音声び途切れることびあります。 


• CPU の処理び再生に 

• CPU び推奨スペックを満たしていない場含は、期待し 


追いついていない。 

た性能を発揮でをない場合びあります。また、 CPU び推 
奨スペックを満たしている場合でを CPU び非常に高負 
荷の状態である場合には音び途切れることびあります。 
この場合は、他のアプ U ケーションをすべて終了させ 
て < ださい。 


たら 


windows/sac お前 



45 



捆犬 

原因 

姐置 

雑音びをい。 

•テレビなど強い磁気 
を帯びたちのの近く 
に置いている。 

• テレビなどから十分に離して置いて<ださい。 


•マイクから雑音び 

•マイクから雑音を拾ラことびありますので、マイクを使 


入力されている。 

用しなし、ときは 、 FUNCTION SELECTOR を MIC 政外 
に設定してください。 


• 各入出力端子の接続 

•本書12、13ぺージ ( Windows )、 26、27ぺージ ( Mac ) 


び不完全。 

を参照して確実に接続してください。 


製品の故障により、正常に録音びでをなかったことによって生じた損害 （ CD のレンタル料等）につい 
ては保証対象になりませんので、大事な録音をされるときには、あ5かじめ正しく録音できることを確 
認の上、録音を行ってくださし、。 


音のエチケット 

楽しい音楽わ、時間と場所によっては気になるちのです。隣近所への配慮を十分にしましょラ。 
特に静かな夜間には、窓を閉奴た0、ヘッドホンをご使巧になるのち一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生ま環境を守りましょう。 


たら 
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■ 保証書について 

この製品には、保証書を別途添付しております。 
所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。保証期間はお買い 
上げ曰よ 0] 年間です。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさには、商品と保罰 
書をご持参ご提示の上、お買い上げの販売店また 
は当社ヴポートセンターにご依頼ください。 
詳細は保証書をご覧ください。 

■ 修理を依頼されるとさは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 
( SE - U 已己）」「故障または異常の内容」をでき 
るだけ詳しく、お買い上げ店または当社サポート 
センターまでご連絡ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店または当社サポートセンターにご相 
談ください。修理によって機能び維持でさる場合 
は、お客様のご要望により有料修理いたします。 


電話でのお問い合わせ： 072-831-7305 

サポート時間：月〜金曜曰 

備日および当社指定休日を除く） 
1日:日日〜12:00、 

13:0日〜17:日日 


FAX でのお問い合わせ： 03-己 204-31 S 8 

手紙でのお問い合わせ、修理品のご送付： 

〒已 72-8 已40 

大阪府寝屋川市曰新町2番1号 
オンキヨー株式芸社 

カスタマーセンター宛 


E - mail でのお問い合わせ： vox @ onkyo . co.jp 

製品に関ずる最新情報などは： 

ホームページ アドレス 

http :// mmc . onkyo . coJp / 

をご参照 < ださい。 


ご購入された時にご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちま 
す。 


ご購入年月日： 
ご購入店名 


年月日 


Di 邑 iOnSound シリアル No . 

DG 0 N -003-7633 曰 7-9 FW 8 G 曰 


Rhythmic Circle FUSE シリァル1\1〇- 

RCFO 100004174931 


SE - U 己曰のお客様登録用シリアル No は、 
本体底面に記載されていまず。 
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